
永野地区実証運行の結果
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１ 永野地区運行結果
 利用登録者 １１９人、４４世帯

 利用者数 延べ７１人（実質１４人）

 運行日数 ２８日（６９日中）

 運行便数 延べ５２便（５５２便中）

 運賃収入 ２１，３００円（運行経費９８，４００円、収支率２１．６％）
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１２月 １月 ２月 ３月 合計（12～3月）

利用者数 延べ10人 延べ14人 延べ17人 延べ30人 延べ71人（実質14人）

運行日数 5日間（17日間中） 5日間（18日間中） 6日間（16日間中） 12日間（18日間中） 28日間（69日間中）

運行便数 延べ8便（136便中） 延べ10便（144便中） 延べ10便（128便中） 延べ24便（144便中） 延べ52便（552便中）

稼働率

（運行便数／計画運行便数）
5.9% 6.9% 7.8% 16.6% 9.4%

１便あたりの平均乗車人数 1.3人／便 1.4人／便 1.7人／便 1.3人／便 1.4人／便

１日あたりの平均利用者数 2.0人／日 2.8人／日 2.8人／日 2.5人／日 2.5人／日



２ 永野地区運行利用者の特性
 利用者の特性

 乗降場所別の利用者数
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３ 永野地区アンケート結果

現状
・公共交通空白地であり、以前から改善の要望が強い。

・一方で、二度の実証運行において利用者が少なく、住民の関心に温度差が
ある。

実証運行でのアンケート結果
・乗車目的は「通院」が最多で、次いで「買い物」となっており、日常生活
に欠かせない利用が多い。

・利用した理由では「自宅付近で乗り降りできる」ことを挙げた人が多く、
運行形態は区域運行（ドアツードア）が望まれている。

・ダイヤ、乗降場所等に改善の余地がある。
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３ 永野地区のアンケート結果
問１ 今回の「お試し永野号」の乗車目的を
教えてください。

・乗車目的は「通院」「買い物・食事」が多
く、日常生活での利用が多い。

5

2

1

8

4

0 2 4 6 8 10

8.その他

7.業務・仕事

6.通勤

5.通学

4.銀行・郵便局・役所等

3.趣味・娯楽・習い事等

2.通院

1.買い物・食事

問２ 普段の移動手段は何ですか？

・普段の移動手段は車での移動が多い。

・自らの運転と同じくらい家族、知人による
送迎が行われており、自助、共助による移動
手段があることがわかる。
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３ 永野地区のアンケート結果
問３ 普段の外出状況を教えてください。

①外出頻度

②主な外出目的
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③目的地

・普段の外出は「買い物・食事」「通院」が
多く、公共交通においても、普段の生活に
あった移動手段が求められていると考えられ
る。
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３ 永野地区のアンケート結果
問４ 今回「お試し永野号」をどのように利
用されますか？
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問５ 「お試し永野号」を利用した理由は何
ですか？

・公共交通空白地であり、以前から改善の要
望が強いものの、「他に交通手段がない」人
は少ない。
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３ 永野地区のアンケート結果
問６ 「お試し永野号」には満足されましたか？また改善すべきことがあれば記入してくださ
い。
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